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	応用
	抗原情報
	背景
	アクチビンは、構造的に関連するシグナル伝達タンパク質であるトランスフォーミング成長因子ベータ（TGF-β）スーパーファミリーに属する、二量体の成長因子および分化因子です。アクチビンは、少なくとも2つのI型（IおよびIB）受容体と2つのII型（IIおよびIIB）受容体を含む受容体セリンキナーゼのヘテロ多量体複合体を介してシグナル伝達します。これらの受容体はすべて膜貫通タンパク質で、システインに富む領域を持つリガンド結合細胞外ドメイン、膜貫通ドメイン、およびセリン/スレオニン特異性が予測される細胞質ドメインで構成されています。I型受容体はシグナル伝達に必須であり、II型受容体はリガンドの結合とI型受容体の発現に必要です。I型受容体とII型受容体はリガンド結合後に安定な複合体を形成し、II型受容体によるI型受容体のリン酸化を引き起こします。この遺伝子は、アクチビンII型受容体と協調して特定の転写応答のシグナル伝達を行うアクチビンA I型受容体をコードしています。この遺伝子の変異は進行性線維性骨異形成症と関連しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	ACVR1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

